
（未定稿版）
福祉生活病院常任委員会（平成２４年１月１９日開催）における参考人答弁（前理事長・事務局長）

村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
改善命令の
内容について

このたびの一連の不正につきまして、県から
多分お手元に届いているかと思います。ごらん
いただけたかと思いますが、改善措置命令が出
ました。そして、既にみのり福祉会からは理事
長名で報告書が届いております。すべて目を通
させていただきました。

この改善命令をもちろん御存じでいらっしゃい
ますね。中身についても御存じでしょうか。

そこで、この一連の不正について、お認めに
なっていらっしゃいますでしょうか。

この改善命令に対して、おおむね了承してお
ります。

改善命令の
内容について

改善命令、そしてこのたび出されております報
告書はごらんになりましたか。

ええ、見させていただきました。

改善命令に対
する考え

今回の改善命令のみならず、過去に指摘事項
もいろいろございました。帳簿を求められたりす
ることもございましたが、そのことについては。

改善命令を受けてからもありましたけれども、
それ以前は余りなかったです。

改善命令に対
する考え

というふうに認識しておられるということです
ね。

はい。ありませんでした。それで、経理面やい
ろんな面で万全を期してやってくれないといけな
いということを常に指示しておりましたから、い
いぐあいにいっているものだと思っておりまし
た。

改善命令に対
する考え

今回の改善命令をお認めになっていらっしゃ
る。

はい。

改善命令に対
する考え

県から改善命令が出ました。そして現理事長
から報告書が出ました。その状況の中で、過去
に不正があったことが認識されたわけですけれ
ども、この不正に対しては、今のお立場ではど
のようにお考えですか。

不正であるかないかは、やはりはっきりしない
といけないと思いますけれども、自分としては不
正なことはしていない、お金をちょろまかしてど
こかに持っていってしまったなどは絶対にない
わけです。ただ、建物を建てて、地域の中での
そういう介護の仕事を今やらないとだれがやる
のかということがありまして、おまえが全部やっ
てくれといってやいやい言われるし、できる限り
のことはしないといけないと思って一生懸命
やったことで、こういう結果につながったとなる
と、それは大変残念だと思いますね。

改善命令に対
する考え

そうすると認めることができない部分が多いで
すか。

はっきりわからないところがたくさんあります
ね。こんなことがあったのかと思い、それもやは
り過去の病気の予後がまだ続いていると。記憶
がつながらない面がたくさんありまして、自分で
もとても困っているのです。

組織の一新 今後についてですけれども、組織を一新して
信頼を回復するために今一生懸命皆さんが努
力なさっていらっしゃるようです。前理事長と決
別して、健全化を図っていこうという動きがある
ようです。一生懸命やってきたその組織が生ま
れ変わらなければならないという方向で動いて
いますけれども、生まれ変わらせなければなら
ないという認識はお持ちですか。

やはり信用を失墜しているこのことについて、
ある程度は頑張っていかないといけないなとい
う気持ちはあります。ただ、私は昨年の12月に
退職させていただいたものでして、これもやはり
大勢の人に迷惑をかけたらいけないからと、病
気も予後の障がいでもあるかないかは自分で
はわかりませんので、病気のせいにするわけで
はありませんけれども、どうしても記憶のつなが
らないところもありますし、そこは大変自分とし
ても残念な気持ちはあるのです。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
理事会のあり
方

いずれにしても、法人のお金が動くということ
は、理事会を通さなければならないというルー
ルがありますね。この理事会の承認を得ていな
い例も多いと聞いていますが、これについては
どのように御認識ですか。

総括的なことは理事会で承認いただいており
ますけれども、細かいことは理事長の専決事項
でやったと思っております。

理事会のあり
方

なぜ専決が必要でしたか。 土地交渉の関係では急ぐ場合がありまして、
それから飛び飛びになる場合といろいろありま
して、そういうことを実践したことになります。

理事会のあり
方

行き過ぎたというお感じはありませんか。 行き過ぎたという感じは多少ないでもありませ
ん。だけれども、そのような形をとっていかなけ
れば、施設を建てる契約と流れが合っていかな
い場合もありまして、そういう形をとったこともあ
ります。

理事会のあり
方

理事会から何か異論を唱えられたり、声をか
けられたりしたことはございませんか。

ありません。

理事会のあり
方

すべて御自分の指示通りに動いていったとい
うことですね。

そのことがルール違反であるという認識はあり
ませんね。

ルール違反という認識は、そのときは一生懸
命でありましたから、事業がとにかく実践できる
よう走っておりましたから、そういう気持ちはな
かったということになります。

理事会のあり
方

このたびの改善命令をごらんになって、それ
はルール違反であったという認識をお持ちに
なったということですね。

はい。しかし、改善命令というのは、こう考えま
すと、私は今までずっとそうやって事業を推進し
てきた過程の中で、毎年監査がございました。
最初のスタートから考えますと50年になります。
50年の歴史の中で毎年、厳正な国の監査、県
の監査をずっと受けてきました。毎年必ず。昔
は国の会計検査もありました。今県は国から委
嘱を受けてされるわけです。その当時は直接国
の監査がございまして、きちっと監査してもらっ
ていたものですから、万全を期していたと。うち
の事務局や各施設にも、改善命令を受けるよう
なことはないようにしてくださいよ、健全な運営と
健全な会計処理をやってくださいよとずっと言っ
てきました。国の監査はなかなか大勢来られて
厳しくやられる、そういう監査をずっと受けてきて
おりましたから、そういうぐあいに思っておりまし
たので。その改善命令を受け、改善報告書を出
したのが３月７日です。そのときまで改善命令を
受ける問題点はないということを執行部や施設
長や事務局から聞いていたものですから、では
大丈夫だなという考え方を持っていました。この
たびの改善命令でこういう問題点が、事務局の
整備が怠っていたと。そして、またいろんな問題
点があったということに対して深く反省をしなが
ら、今一生懸命対応させていただいておりま
す。新体制と、それから我々とは一緒になって、
できる改善は謙虚に受けとめて、一生懸命改善
に取り組まさせていただいておる次第でござい
ます。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
理事会のあり
方

これまでの報告書、それから改善命令に対す
る報告書、そして午前中の参考人の皆様のお
話を伺いまして、理事会、それから評議員会
等、それから施設長会も含めてですけれども、
形骸化していたと、そのような状態ではなかった
かと認識させていただきました。物が言えるよう
な状況がなかなかできなかったとも認識させて
いただきました。斎江さん御自身も物が言える
ような雰囲気はなかったと、そのように御認識な
さっていますでしょうか。

私は事務局でございますので、事の次第を説
明するぐらいのことで、あとは評議員、理事の各
氏がいろいろと意見を述べて、それについて決
定されたようでございます。

理事会のあり
方

日ごろから自由に物は言えたと、そんな立場
でいらしたと認識してよろしいですね。

はい、よろしゅうございます。

理事会のあり
方

理事会が健全に機能しなかったことを認識し
ております。改善命令の報告書の中にもござい
ました。その背景には何があったか、その理由
について、事務局長の立場でどのようにお考え
になりますでしょうか。

評議員会、それから理事会の開催についてで
す。内容につきましては、３～４年の間の時間と
いうのが、いつごろだったかはっきり覚えていま
せんけれども、４年間で建物を９件も建てたよう
なすごい年がありまして、理事会も評議員会も
そんな悠長なことをしていても先に進まないか
ら、それでいろいろ理事会、評議員会の方に、
事の次第を、てんまつを書いて持ち回りで判を
押していただいて了解してもらったことはたくさ
んございます。その辺の余り性急な、老人施設
などに対して、これから先、恐らくお金が全部出
ないようになってしまうだろうということがありま
して、早く建てるなら早く建ててしまわないと大
変なことになるなということで、当時の理事長の
村田実さんが、「おまえに全部任せるから早く何
でもかんでもやってくれ」と言われまして、こちら
も今までの経験をもとに取り組んだ経過がござ
います。

理事会のあり
方

一生懸命でいらしたということで、ただ、福祉
法人が理事会組織になっていて、すべての問題
について理事会の協議のもとに決められていか
なければならないという認識はお持ちでいらっ
しゃいましたか。

ええ、十分持っていましたけれども、ただ時間
的なものと合致しない面がありまして、急ぎ過ぎ
たということになるのですか、図らずもこういう結
果になってしまったことは、大変残念な結末に
なったと思います。

理事会のあり
方

結果的に理事会無視ということになったわけ
ですが、このことについて、今のお立場ではど
のようにお考えですか。

理事会、評議員会を無視したというわけでは
ございませんけれども、自分は間違ったことはし
ていないというつもりでおりましたが、結果的に
おまえのミスではないかということになってしまう
のですね。それで、自分としても心苦しいですけ
れども、精いっぱい努力して、理事、評議員の
皆さんには事のてんまつを報告して、署名人の
方にも認めてもらって判を押してもらったりして
過ごしておりました。ですから、評議員会、理事
会を無視して勝手にやったということは全然な
いはずです。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
理事会のあり
方

無視したという認識はないのだけれども、結果
的に無視したことになった。そのことが……。

その辺がはっきりしない面もありまして、その
当時、私は脳梗塞をやりまして、予後の障がい
があったということは否めないと思います。今で
もその記憶がはっきりつながらないところもいっ
ぱいありますけれども、ただ自分は悪いことはし
ていないとその一心で、前理事長の村田実さん
に、「私はもう忙しくてかなわないから、土地のこ
とやら何やらみんなおまえに任せるから、いいぐ
あいにしてくれ」と言われまして、それは一生懸
命やらないといけないなということで、何年かそ
うしてきた経過がございます。

理事会のあり
方

理事長のために一生懸命頑張っておられた
が、途中でこの組織の間違いを正していこう、健
全化していかなければならないという意識は一
度もお持ちになったことはないのか。

私としては、間違ったことはしていないつもりで
おりましたので、後からそういうことを言われる
と、そんなことがあったのかと不思議な気持ち
がするのです。

理事会のあり
方

事務長から見て、理事会ですね、理事会は定
期的に行われていたのか、それともいろいろ何
かあったときに行われていたのか、そういう開催
の単位と、それから施設長会ですか、その開催
の単位は、どういう形で行われていたのです
か。

だから、定例会でやっているならいいですけれ
ども、何かを起こすときには議事録が必ずない
と銀行も金を貸してくれません。ですから、必要
に迫られて、当然やらないといけないため、定
期的に、月に１回ではないです。その都度その
都度やっていました。だから、急ぐときには施設
長会から急に理事会になったり、評議員会に
なったりしたこともあります。ただ、だれも構って
くれる者がいなかった、だから勝手に書いてい
たというのではないのです。ただ、書くのは私が
書きましたけれども、それは持ち回りして了解を
とって確認してもらってやっているから、偽証で
も何でもないと思います。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

法人のお金を使って取得した土地を御自分の
名義、あるいは家族名義になさっていたというこ
とが上がっておりますが、これも認識していらっ
しゃいますか。

ちょっと説明させていただきたいと存じますけ
れども、昭和38年に西倉吉保育園を開設しまし
て、そのときに西倉吉工業団地、あるいは県の
住宅団地、公社の団地造成がありまして、その
隣にぜひひとつ福祉団地を形成してほしいとい
う意向がありました。そのときは石破知事の時
代でありましたけれども、そういった工業団地、
住宅団地の一帯の中に福祉団地も必要だか
ら、おまえがやってみたらどうだということから始
まって、ずっと来たものであります。公共用地の
取得は収用法ですね、5,000万円控除、そしてま
た1,500万円控除の制度を適用して、順調に用
地買収に当たったわけであります。その中で、
最後に残った用地は、1,500万円控除の適用に
よって、三者契約といいますか、いわゆる個人
個人からの取得によってです。そういう形の流
れによって、あくまでも収用法による減免、免除
ですね。所得税免除が基本で、大勢の人が協
力していただいたと。協力していただいて、三者
契約。ちょっと最初は理解でき得ませんけれど
も、そういう取得方法によって、みのり福祉会
が、今は３万平米ぐらいになりますけれども、あ
そこに一つの福祉のゾーンを、特養の施設なり
障がい者の施設なり、デイサービス、ケアハウ
ス、高齢者住宅等々をつくらせていただいたと
いう経緯の中で、収用法に基づいてやったもの
だということをひとつ御理解いただければありが
たいなと思う。

何遍説明しても、この点が理解でき得ないと、
うちにも県の部長をしていた者、あるいは不動
産業もやった者もおりますが、その人すら理解
ができ得ないので、非常に私は残念だなと思っ
ております。担当当局も御理解が、きちっとこう
いう収用法に基づいての三者契約で、まずは土
地を協力する人が税金を免除してほしい、公共
用地としての買収、措置法に基づいて免除す
る、収用法で協力するといったことで全部スター
トしておりまして、その点を御理解いただければ
ありがたいと思います。そのときの国税局の承
認も、国税局の指導によって、全部そういう収用
法に基づいてやったことに対する御理解をと思
いまして、きょうはそのときの国税局の指導に基
づいた承認書も全部持ってきましたけれども、
最後に一団地を整備をするときには必ず何件
か残ってくるわけでありますが、こういった替え
地の問題なり、いろんな問題でも、そういった収
用法に基づいて、不適正な土地取引などはない
という見解を持っておりますので、御理解いただ
ければと思っております。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

税金対策もありまして、収用法を活用する形で
三者契約をしていったと。その方法をとったとい
うことで。

全部適用してまとまって、福祉の里などができ
上がったということ、それから、当初、１市４町の
合併がございまして、三朝、湯梨浜、北栄、関金
とありましたけれども、それも全部収用法に基
づいて、全部土地取得もさせていただいたとい
うことでございます。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

そういう方法をとっていこうとお考えになったの
は、どなたかの御指導があったり、お力をお借り
になったりしたことがありますか。

それは全部、当時の行政の国税局なり、それ
から住宅供給公社から指導いただきまして、あ
の当時、石破さんが理事長でございましたけれ
ども、そういった方の指導も得て、そこからス
タートして、徐々に進んで、今日まで進めてきた
わけであります。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

お金の出どころは法人からですね。 法人ですけれども、私個人の寄附なり、また、
それから法人が金融機関から融資を受けた銭
も、その他の関係の寄附を受けたものと一緒に
あります。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

それと、もう一つは先ほど委員長も申し上げま
したけれども、湯梨浜町なり、三朝町、北栄町で
少し複雑な土地取引があります。それは本来な
らば社会福祉法人で契約すべきものが個人の
契約になってしまったと、あなたと奥さんと。これ
は、御承知のように、先ほど言われた土地収用
法によって免税措置があったりしますし、特に福
祉関係についても、限度額がございますけれど
も、税控除があると。そういうことをやって、土地
が本来ならば福祉法人と契約しておるものが、
どこかわからないけれども、あなたや奥さんの
名義になってしまっていて、逆にあなたが福祉
法人に対して土地の利用を請求しているなど、
ちょっと複雑なことになっているように私は思っ
ております。最初に言われたような形で、本当に
土地収用法なり、福祉施設に対する税控除から
いたしましても、なかなか理解しがたい問題が
あると私は思っております。それとともに、最初
に申し上げましたように、県議会に在職中に起
こった案件があるということで、私は責任が重い
ではなかろうかと思っておりまして、残念に思っ
ているわけでございます。

最近わかったのですけれども、事務局長も病
気で倒れたり、脳梗塞で倒れて記憶が途切れる
などがあったためこういうことになった。何があ
ろうとも、こういう状況にあったことに対しては、
全責任は私にありますし、何とかこの点、みのり
福祉会を新たに立派にしていくための対応なり
支援を一生懸命させていただいたり、それぞれ
の専門家にも入ってもらって、きちんとやれるよ
うな体制になっておりますので、県民の皆さん
や地域の皆さんに御理解していただくように、最
善の努力をいたしたいと思っている次第でござ
います。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

ちょっと答弁がなかった点がありますけれど
も、確かに石破さんの時代に土地収用に当たっ
ての税制上の措置があって、協力してきたとい
う話があったと思いますけれども、今、三朝の土
地など、法人が施設を取得するときには、これも
やはり土地収用に対する特例や税控除の特例
があるわけですね。

法人はね。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

法人は。それが知らない間か、どういう形だか
知らないけれども、個人名義になっておったで
はないかと。それで、個人に対して法人がまた
使用料を払っていくと。税法上の特例措置を受
けておりながら、名義が個人のあなたなり奥さ
んなどになっていたことが、皆さんが理解に苦し
むところです。今、斎江さんからもあったのです
けれども、これもちょっと不可解な操作であっ
て、あなたが最高責任者ですから、事務局長か
どうか知らないけれども、複雑であって、なかな
か……。

ちょっといいですか。三朝の場合、そういう全
体の用地買収したときのことを覚えているので
すが、その一部の用地は法人、計画外の用地
買収になってしまって、それはもう売らないとい
うことで外していたところ、事業計画が進むにつ
れて、「これも買ってください」ということが出てき
た事例だと思います。少しおくれた点があった
のではないかと思いますけれども、後の処理に
ついては事務局に任せていたのですが、そうい
うことだけは伺っております。それは三朝の施
設の計画外の場所だったということで、「後から
追加で買ってください」ということがあって、「で
は法人が今買うといっても時間が間に合わない
し、それについてはいいぐあいに交渉するなり、
ちゃんと買収するなりして、税法上でなくても、そ
ういった個人的な方法で対応するのがいい」と
私が言ったことがありますが、後の処理方につ
いては事務局でやらせていたもので、処理方に
ついては私が把握していなかったということであ
ります。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

では、一部は、村田さん、あるいは奥さんを含
めて、あなたの用地になっているということか
な。そのあたり、ちょっとまた。

その点を事務局がどうも間違えたり、ごちゃご
ちゃしているようですけれども、最初は「その一
部を売らない」と言っていた人が、「買収してく
れ」という、「税金や何かはいいと、農地のまま
で買収してくれ」ということで、それは、「では法
人となると時間がかかる」ということで三朝の件
をやった経緯は覚えております。それで、家内
の村田理事の名前で、あそこの全体の三朝の
山田地区でも、河川の天端の農耕車が通るよう
になり、水路は猫車が通るようになど、いわゆる
県道から三朝の体育館に入る用地が４メーター
しかなかったものを６メーターの道路にして、あ
と歩道をつけるための用地を提供した。また、
買収した用地の中でも山田地区からの複雑な
要請が出たため、村田理事もとにかく単価や何
についても、地元から要望が出るものは全部協
力して対応してあげようということで、あそこの
町道についてはかなりの金額になりましたが、
町に土地を寄附して、道路工事をやってもらっ
た。山田地区の要請を全部受けたときに、村田
理事の用地も含めて、それを法人で使ったらい
いのだからということで、総合的にいろんな難し
い問題がありまして、処理の段階で斎江事務局
長も大変だったのではないかなと思います。そう
いう処理の仕方があって、ごちゃごちゃした経緯
の中で、どう答弁したのか知りませんけれども、
一任しており、細かい問題を私が把握できてお
りませんので、そういう実態があったことも御理
解いただければなと思います。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

もう最後ですけれども、いずれにしても、あな
たは買収に深くかかわっておられていたというこ
とですね。

買収については、地権者の関係者と「よろしゅ
う頼む」ということ了解して、大筋は合意しており
ますけれども、あとはもう事務局任せで、山田地
区の関係者の皆さんとの細かい問題等々も全
部、斎江事務局長がみんなやってくれたもので
すから、一任しておりました。細かい問題は私
が言ったって、かえって反発を受けるぐらいなも
ので。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

もう最後にしておきますけれども、ちょっと公金
が入って、特例という形で控除になっていると、
これはあなたが経営される福祉の目的のため
に控除になっているわけですから、こういうもの
をきちんと投入されるというのが本来の姿で
あって、個人の登記にかわっていくことは、本当
に許せない行為だと。

施設をつくった事後処理がいま一歩きちんとで
きていなかったことについて、反省いたしており
ます。本当に申しわけないと思っております。そ
れをもっと何で、内輪げんかできちんとしておい
てくれなかったのだと、何ぼけんかしても言って
も足らないほどきちんとやっております。そした
ら私もこんな状況でこんな形でということになる
わけないということを申し、この点、事後処理が
できていなかったために、皆さんに御心配、御
迷惑をかけることになったことに対して、反省い
たしております。どうしようもないと思っておる。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

土地収用法は公共事業の企業者、事業者
が、土地を売買ではなくて、収用して得た補償
費について、課税を免除するという制度です。そ
うすると、みのり福祉会が取得するのであれ
ば、適用を受けるのはわかるのですけれども、
その土地が何で村田さんの名義になるのかが
理解できないのですが、どう収用法を使ったら
村田さんの登記になるのですか。収用法違反で
はないですか。

ないです。今おっしゃられる点をそうしなけれ
ば、収用法の原則に当たらないわけです。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

だから、収用法は企業者が買収するときだけ
であって、法人の理事長がなるときには適用が
ないと思いますけれども。

そうではなくて、たまたま福祉の里のところに
村田実個人の土地があって、その土地を２つに
分けてといっているわけです。それは国税局の
了承を得て、一応、相手は田んぼ、こちらは宅
地ですから、そういった同意を得て、替え地を提
供する村田実が銭をもらって、替え地を提供す
るところに、銭を持っていくのが本筋だと思って
おったら、それは収用法の原則の適用はならな
いそうです。私も今、砂場委員がおっしゃられる
とおりだと思っていたのですが、国税局に行って
聞かれたらいいと思います。私がそうするもの
ではありませんので。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

そうしますと、今回問題になっている土地は６
件あるのですけれども、６件全部、土地収用法
の絡みなのですか。

そうです。全部、その点を不適正な取引につ
いてということが執行部なり、新聞にもたくさん
書かれたから、この点は説明して御理解してい
ただければありがたいなと思って、この６件の関
係書類を持ってこさせていただいたのです。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

ただ、県の報告書には、売買契約とあって、土
地収用法に基づく収用で、補償金を払っていな
いという記述はないのですけれども、そしたら県
の報告書が間違いということですか。

結局間違いになります。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

県の報告書が間違えているということですか。 国税局の指導で、国税局の承認を得ており、
そうしなければ替え地を提供した人が実際売っ
たことになるわけですから、替え地で売った人
の税金免除にはならないわけです。だから、Ａさ
んなりＢさんが申し上げておりますけれども、み
んな替え地を提供ということでも、1,500万円なら
1,500万円で売ると。売るけれども、税金は一銭
たりともまけないと、税金は見てくださいと、その
他の諸経費も全部見ないと、これは絶対協力し
てあげないということがＡさんとＢさんのときにあ
りまして、その人達は障害者施設と土地の所有
者もダブっていたわけです。Ａさんは３件ありま
すし、Ｂさんは２件あったわけです。ですから、そ
の関係で、要するに駆け引きの段階で、福祉の
里が穴になってしまって困ってしまったため、国
税局に収用法を相談したら、飛び離れたところ
は5,000万円控除とかはなりませんと。替え地で
いく場合は1,500万円控除の対象になりますよと
指導を受けたものですから、この点は御理解い
ただきたいと思うわけです。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

終わった後に登記を戻さなかった理由は何で
すか。三角売買であっても、もともと代金は法人
が出されているわけですよね。

代金は持っていかないといけない。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

代金は法人が出されていますよね。 そうです。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

僕は今おっしゃっていることは明確な脱税行
為だと思うのですけれども、そしたら、法人がお
金を出している以上は財産を取得された一定期
間後に登記を戻すのが当たり前だと思うのです
が、ずっと戻さなかったのはなぜか。まして、法
人が本来の所有者であるのは、今言われたよう
に、税金対策で替え地で飛び地をやったことは
理解するとしても、本来の所有者は法人でしょ。
そしたら、その法人から長年賃借料を取られて
いたのはなぜなのか、そこを御説明していただ
けますか。

今申し上げた分は、私も交渉に関係したもの
ですから、賃借料などは取っていません。それ
から、村田実という名義のものが１筆あったのを
２つに分けた分について、砂場委員がおっしゃ
られるように特に目立ったようでありますけれど
も、一応、土地は村田実個人が法人名義になっ
てしまったわけです。それで、村田実の２筆分に
ついては、Ａさん、Ｂさんに法人から行っている
わけです。こちらへ来ているから、それでそうい
うぐあいになる。後で戻すと、逆にそれこそ国税
局に脱税行為だといって大変なおしかりを受け
ることになると思います。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

県から出された改善命令の中で、分筆が行わ
れたのは、インターグループホームとブルーイン
ターの進入路についてであり、説明があるので
すけれども、それ以外は今みたいな記述はあり
ませんよ。それも県の報告がでたらめだったと
おっしゃるのですか。

いや、でたらめとは言いませんけれども、見解
の相違ではなかろうかなと思う。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

だから、どこの見解の相違ですか。分筆はほ
かにはないわけでしょ。全部分筆があったわけ
ですか。分筆というのは、インターグループホー
ムとブルーインターの進入路については、おっ
しゃったように、分筆があるのですけれども、そ
れ以外には分筆の記述がないですよね。

分筆は、場所が違いますけれども、今、最初
に説明したところが場所が私の名義になってい
たところです。それが法人名義になっておりま
す。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

ですから、インターグループホームの土地に
関したら、最初、福守町407－12の1,146平米に
ついては、お母様に土地が行って、その代金
650万円が法人から支払われていて、その土地
を分筆して、残りの420平米については法人の
所有と、言われたとおりになっていますけれど
も、残りについては、インターグループホームの
敷地であるけれども、所有権はそのままになっ
ていて、賃借料を支払ったと県の報告ではなっ
ているのですが、土地の動きは違うのですか。

その点は事務局長に聞いてみないとわかりま
せん。それはよく承知しておりませんが、間違っ
たことを私が答弁したらいけませんので。こちら
の今、茶道会館のところなり、あそこの身障療
護施設などの問題については、私が最初に答
弁したとおりの問題で処理がついていると思い
ます。三者契約というのは、非常に理解しにく
い、我々も最初は理解しにくかったわけですけ
れども、そういうことでないと、税法上、免除はで
きないのですよという指導をみんな全部もらっ
て、国税局の指導でやっております。国税局の
税法上の問題は斎江が全部やっておったもの
ですから、その点についてはまた後ほど事務局
長の斎江にでも答弁させます。こちらの分につ
いては、私がわかっていますから。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

ちょっとわかりにくいのですけれども、問題は、
売買はみのり福祉会ということになっておるけ
れども、最終的には個人のものになっていると
いうことで、その場合に、私どもははっきりわか
りませんが、税法上、法人が取得した場合に
は、取得税が免除になるのかどうでしょうか。

内容はいろいろありますけれども、社会福祉
法の第二種社会福祉事業については、そういう
事業の名称によって特別控除がありまして、所
得税がかからないやり方があるのです。それは
委員の皆さんがよく御存じだと思いますけれど
も、5,000万円控除と1,500万円控除の２つがあ
りまして、5,000万円の控除があるのは買い取り
で来年も後がない。ただ国税局から書面の通知
をもらったら税金のかからない土地として売買
できるということと、それから1,500万円控除につ
いては、「自分は田んぼを売ってやるけれども、
税金がかからないようにした上にそれに見合っ
た替え地が欲しいと、お金は要らないから替え
地をくれ」という人もありますし、それを全部税務
署と事前協議して、その上で取引をしているの
です。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

それで今話がありまして、法人が買っておりな
がら登記は村田さんということなので、そのあた
りは村田さんが取得税ですね、こういうものを
払っておられるのか、ちょっとそのあたりがはっ
きり……。

だからそれは間違いで、前年度が終わった12
月末時点で税務署に申告しなければいけない
わけですから、それについては間違いないよう
にしておるつもりですけれども、ただ、もとの土
地を出す人が法人でないことには税控除の対
象になりません。個人個人で何ぼやったって何
の事業をやっても税金はかかりますよね。だか
ら、みのり福祉会という法人が買って初めて特
別控除の協議の棚に上がるわけです。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

だからそういうことになると、村田前理事長が
登記した以上は取得税を払っておられないとい
けないでしょう。そのあたりの認識があって、実
際に村田さんが取得税を払っておられるのか。
法人がそういう税控除の対象になっているた
め、最初の売買契約でそうしているが、だれが
一番そのあたりをよく知っているのだ。そこら辺
に税法上の問題点があるのではなかろうかと思
うが。

税法上の問題点というのは、結局、三者契約
で土地を法人に売る。売るけれどもお金は替え
地を買うほうに持っていってくれと。これは三者
契約ですね。それについては1,500万円までは
税金はかからないと、固定資産税はまた別です
けれども、譲渡税はかからないということで、譲
渡法の所得税は1,500万円が三者契約。三朝な
どでも5,000万円控除の売り切りでぽっこり売っ
てしまって、5,000万円までは税金がかからない
という方法をとった人が何人かおりますし、そう
いうことばかりしていたのです。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

だから私が言いますのは、個人名義になって
おいて、三者協議の中で、売る方も買う者もい
かにして取得税を払わずに、そういうことを考え
ながら法人に売買をやって、実際にはそういう
形で個人の登記になっておると。これが一つ問
題ではなかったかと。

それが本当ならこれはとてもだめです。だめで
すけれども、仮に山口委員が田んぼを持ってお
られて、山口委員の田んぼが欲しいと法人が買
わせてくださいとお願いする。すると山口委員
は、「金は要らないから替え地をくれ」と、「田ん
ぼが減ってしまってはいけないから替え地をく
れ」といって、あそこの田んぼとかえてくれという
ことを委員がおっしゃったと。それは1,500万円
控除の対象で、それこそ社会福祉法の二種事
業のどういう事業でということで税務署に事前
協議して許可が出れば、「これは税金がただに
ならなかったら絶対に売らないぞ」といって、「お
まえが見てくれるなら売ってやるけれども」という
ようなことはしょっちゅうありますので、税控除の
ための……。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

何回も同じことを聞きますけれども、御承知の
ように取得金額5,000万円を限度にしてあれで
すね、言われたように。

売り切りの場合は。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

取引の場合は。 はい、5,000万円までは。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

5,000万円と、これは大きな金額ですね。 法的に合致すれば税金はかからないと。

土地取引問
題（三者契約
と課税特例の
適用）

ですから、村田さんにしろ奥さんにしろ、本来
ならば譲渡した名義がそういう個人であれば、
これは課税対象になっておるのです。（「払って
おるかどうか」と呼ぶ者あり）だからこれを払って
おられるかどうかです。

いや、払わないでもいい方法でやっているの
だけれども、それが結局、法人が買うつもりで
やっているのならそれでいいのだけれども、法
人で登記がしてあるのならいいのですけれど
も、途中でそのことを忘れてしまって個人の登
記にしてしまっているということが発覚して…
…。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

今御説明いただいたことが、正直、よくわから
ないのですけれども、分筆がない三朝の分の土
地のことでお聞きしたいのですけれども、これは
法人が土地代を払っていたと。そのことは御存
じでしたよね。

最近わかったのです。それが去年の８月にわ
かったのです。「何ですか、これ、ええ」といって
びっくりしてしまったようなことで。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そしたら、わかった時点で払おうと思われませ
んでしたか。

払っておいてくれと、払おうとしたら、「そんなこ
とはいけないです」とうちの法人の事務局がいっ
て、「それでも、何とかそういう落ち度は今払わ
せて処理してやってくださいよ」と私が話したら、
「そんなことはいけない、法人だ、法人だ」といっ
てしまった経緯がありました。それで、「何でそ
のときにきちんと仕分けしておかなかったので
すか」と斎江に追及したのですけれども、現状
がそういうことになっていたということですね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうすると、その三朝の土地は自分の土地と
いう認識でずっと来られたということですか。

そうです。びっくりしてしまって。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうすると、三朝の山田の土地は御自分の土
地と思いながら、平成16年４月１日に賃借契約
を結ばれていて、総額で766万円、賃借料を受
け取っているのはおかしくないですか。

おかしいです。それが７年間続いてしまってい
たということです。私もびっくりして、「何でそんな
ことになってしまったのですか」と斎江に聞くと、
「とにかく私が16年に倒れてしまったり、後始末
していなかったのだから」と言い、どうしようもな
かったということです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

それで、この土地は村田さんの土地だと思っ
ていて、そうなっているのですけれども、それ
で、その賃借契約を法人とされましたよね。だか
ら、賃借料をもらっておると。この賃借契約は奥
さんになっているのですけれども、何であなたの
土地なのに、法人が奥さんと賃借契約をするこ
とになったのですか。

ちゃちな話ですけれども、最初は村田榮子の
土地にしておけという指示をしていたのです。後
から追加買収なり。計画外でしたから。その形
でずっと思い込んでいたため、あくまでもそうし
ておいてくれ、とした経緯があるのです。その
後、こういった経緯の整理をしようと思ってした
のだろうと思うのです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうすると、村田さんは、御自分の土地だけれ
ども、奥さんと法人とで契約しておけと斎江さん
に言われたということですか。

いや、スタートが違っておったということです。
ですから、１年後だったか、スタートラインが違っ
ておるので、スタートに戻してということまでは覚
えているのです。それから後は事務局に任せて
いたので、わからないのです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

それで、この三朝の土地は村田さんのものだ
けれども、法人との賃借契約は奥さんになって
います。それ以外の北栄、湯梨浜は法人がお
金を払って、土地は奥さんの土地になっている
のです。そして、奥さんと法人が賃借契約をして
いるわけですけれども、その奥さんは知らない
と、自分は契約したことを知らないとおっしゃっ
ているのですが、先ほど斎江さんは奥さんがそ
の賃借契約の判こを押されたと言われたのです
よ。だから、知らないということは間違っている
だろうなと思うのです。奥さんは賃借契約をされ
ている自覚がありますよね。

その辺はわからないです。斎江にすべて任せ
ていたわけでありまして。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、賃借契約は村田さんだったり奥
さんだったりしているけれども、実際の賃借料、
貸し賃は村田さんがもらっておられるわけです
が、おかしいと思われませんか。

その点はおかしいかもしれませんけれども、そ
ういった点はよく承知していないです。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（登記と賃
借契約）

お金をもらっておられたという自覚はあります
よね。

みんな任せておりましたから、斎江事務局長
に任せておりましたので。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

それで、改善報告書の中では、お金を受け
取ったのは村田さんだと書かれているのです
よ。もらっておられると思うのですけれども。

それはないと思いますが。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

自覚がない。 はい。ない。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

先ほどの賃借料を受け取っていた件ですが、
お金を受け取っていたけれども、自覚がなかっ
たと、お金を受け取っていたと言われましたよ
ね。しかし、この改善報告書の中で、不正に受
け取ったお金として見られていまして、村田さん
はお返しすると言っておられると報告書には記
載されているのですけれども、もらっていないも
のをなぜ村田さんは返さなければいけないと
言っておられるのか。逆に言えば、いわれのな
い疑惑を村田さんはかけられているということ
で、それならば、逆に今改善されている息子さ
んの理事長を訴えられたらどうでしょうか。いわ
れのないことを言われているのに、村田さんは
お金を払おうとしているわけですよ。お金を払う
必要はないのではないですか。

言われるとおりでありますけれども、今いわゆ
る不適切な支出に対して、全部ずっと出ている
わけです。ですから、細かい点をこちらが弁明
することをしてもいけないので、とにかく出され
ているものはきれいな気持ちで弁済する方法を
とったらいいではないかという気持ちでいたと思
います。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、お金を受け取った自覚はないの
に、弁済されるわけですね。

総枠の中でね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

弁済されるわけですか。 私はそういう判断をしておりますけれども、相
手方がそう思っておられれば、これは仕方ない
のではないかと思っております。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

改善命令の報告書によると、土地が５カ所あり
まして、その金額を合計しますと、平成20年は
711万6,000円、平成21年は815万2,000円、平成
22年は951万2,000円の家賃収入があることにな
るのですけれども、そして、村田さん本人が提
出された所得公開の報告書によると、不動産所
得は平成20年は2,500万円、21年は2,596万円、
22年は2,717万円記載されているのですけれど
も、これだけの額があって、記憶がないのです
か。僕らは貧乏人でそう思うのかもしれないけ
れども、700万円、900万円の家賃収入が書いて
あるのですが、これは県の書いている数字が間
違いなのでしょうか。みのり会が改善命令の報
告書を出して、今言ったような幾ら支出したかと
いう額が記載されているのですけれども、普通
700万円とか800万円の収入があって、私は知ら
ないということはないと思うのですが、みのり会
が出した改善報告書の間違いですか。どうなの
でしょうか。

どこの分の借地料が何ぼで、こちらの分が何
ぼかということは私自身わからないのです。いろ
んなこともあるし斎江事務局長にみんな任せ
て、ちゃんとやっておいてくださいということで来
てしまったものですから。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（登記と賃
借契約）

今、不正の認識がないとおっしゃったのですけ
れども、三朝のデイサービスにしろ、湯梨浜にし
ろ、北栄町の交流菜園にしろ、土地の代金は法
人が支払っておられますけれども、その登記は
前理事長や前理事であります奥様の登記に
なっている。考えれば、お金を払った法人名義
で登記するのが普通だと思うのですね。どうして
別の人間の登記になったのですか。

おっしゃる意味はよくわかります。結局、私が
失念していたということしかないのです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

失念といいますと。 結局、これでいいと思っておったことが、その
結果を見れば全然とんちんかんなことになって
おるということです。だから脳梗塞により、そうい
う記憶がつながらないことについて、やはりお医
者さんに聞いてみる必要があると思いますし、
去年の12月にやめさせてもらったわけでして、
今全然、そういう経理のことは頭に入っていま
せんし……。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

失礼ですが、御病気になられたのはいつでご
ざいますか。

16年ぐらいですか。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、以前にどうしてそういうことをした
かということは覚えていないということですか。

はっきり覚えていない。記憶がつながらないの
です。すごいいつまでも覚えていることや、「こん
なことを忘れてしまっておまえは何をとぼけてお
るのだ」ということもありましたし、それでちょっと
何か……。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

今、16年に御病気をされたということで、それ
までの内容がわからないのはわかるのですけ
れども、インターグループホームの土地を取得
されたのは17年で、それについても登記は違う
のですね。法人名義で登記されていないわけで
すよ。それから同じような例で平成20年の北栄
デイサービスの土地の取得がありますが、この
点についてはどうして法人がお金を払いながら
登記が法人ではないのですか。

いや、だからそこのあたりが自分でもわからな
いのです。脳梗塞がそのころの年にあったのな
らいいが、何年も引きずった後でこういうことが
出てきていることについては、病気のせいかな
と自分ではそういうぐあいに思うしかないので
す。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、すべての土地についてはどうい
う認識をお持ちだったのですか。法人が登記さ
れていると誤解されていたのですか、それとも
村田さんがお金を払われていたと誤解されてい
たのですか。どちらの認識をお持ちだったので
すか。

だから、登記の名義人が払ったならいいです
けれども、法人が払って個人の登記になってい
ると。そこが後から言われて、今言われても何
でそんなことになっているのかなと。病気の予後
のせいかなと自分で思ったりしているのです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

その土地の登記の手続はどなたがされたので
すか。

私がやりました。やったというのは、契約書や
領収書を持っていって司法書士に頼んで、これ
をだれの名義で登記してくださいと。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

それは買われたときに法人のものとして登記
されたということで今言っておられますか。

法人で登記したつもりでいたがそうではない、
個人の名前になっていたと出てきているのです
ね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

それで、登記されたのは斎江さんですよね。 私ではなく、登記してもらうために書類を持っ
ていって、司法書士さんに登記をお願いしたと。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（登記と賃
借契約）

だれの登記にするかという辺が、法人……。 だからそれを、「法人の登記にしてください」と
いうことで頼んであれば、司法書士は法人の登
記にしているはずですけれども、持っていく間に
自分が変えてしまっている、勝手にそんなことに
なってしまっているということが、ちょっと残念だ
ということです。ちょっとどころか、自分ではわか
らないのです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

私の記憶では、登記をするときには売買契約
書と領収書みたいなものが一緒にあって、それ
がまた登記証みたいなことになると思っていた
のですけれども、売買契約書というのは、法人
が売買契約書を結んでいたわけではないので
すか。売買契約書はなかったのですか。

契約書はあるはずですけれどもね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

その契約書があって、個人の名義に登記がで
きたということですか。

だから、登記の段階では、税務署の事前協議
の承認したという国税局の判の据わった売買の
届けがあったり……。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

契約書がありますね。それがあった上で、登
記の原因というやつがありますね、売買という
登記の原因、売買ですよね。

はい。売買ね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

それは、売買は、登記の原因は売買契約書だ
と思うのですけれども、その売買契約書が法人
の名前であるはずなのに、それを個人の名前で
登記をするためには、何らかの作為がないとい
けないと思うのですけれども、それはどういうこ
とですか。

だから、登記所に登記をお願いするのは、司
法書士のところに持っていってお願いするわけ
ですけれども、その時点で、登記簿と権利証と
印鑑証明とをそのまま持っていって、売買契約
書までは出していないような気がしますけれども
ね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

結局、土地の契約者はだれですか。 もとはといえば、みのり福祉会です。みのり福
祉会がこの土地を買う。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

法人が契約者ですか。 法人が契約者で、法人がこの土地が欲しい
と。そうすると、その土地を持っている人は、「い
や、確かによかろう、渡してあげるけれども、自
分はあそこの土地が欲しいから、それとかえてく
れ、かわってやる」ということです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

県からの文書では、実は理事長が契約したと
いうことで、所有権も理事長になっていたという
経過がございまして、契約者は法人だったと。

契約者は法人でないと許可にならないので
す、法人が買わないと。法人がここの土地が欲
しいと。だけれども、ここのもとの所有者はあそ
この替え地が欲しいと。だから、お金は法人か
ら替え地のところに行ってしまうのです。すると、
ここが法人の土地になって、向こうはここにおっ
た人の土地の名義になると。それを登記するだ
けですから。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、土地の契約は法人で、だからお
金も払われたと。

法人と代替地を出す人と、それから名義人と、
三者になるのです。３人いないと、一連の取引
ができせまんので、税金が。仮に1,000万円で何
もなしに売り買いしたとしたら、大体26％が税金
でしょう。それがかかると困るから、初めからそ
ういう形で法的な名称、分類の名称が税控除の
対象になる事業でないとかかれないということで
して、「もしそれが税控除の対象にならないよう
だったら、税金を払ってあげるわ」とか、そういう
言葉が出てこないと、取引が成立しないと思い
ます。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、三朝のデイサービスの駐車場に
ついてお聞きしたいのですけれども、この法人
がお金を払われた土地は、どなたの所有という
認識ですか。

これは当初の計画が村田榮子さんだったと思
います。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

最初に買われたときの。 買ったときは、最初も後もないのです。それま
での計画の時点では、法人が買って、法人の土
地にしようということで協議していたけれども、そ
れは税金が小さいところだったので、今駐車場
になっていますが、60平方メートルぐらいのとこ
ろがあったのです。それを結局、特別控除で買
おうと思ったら、駐車場などはだめだということ
があって、許可が出なかったです。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、法人としては持てないと、今言わ
れましたよね。法人として買おうとしたのだけれ
ども、法人としてはそういう駐車場などが持てな
いということで、結局所有は……。

いや、違います。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

違いますか。 持てないではなく、法人で買おうと思って、法
人で登記するはずが、個人の登記になってし
まっていたと。そこで誤解が生じているのです、
そこで。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

もう一つだけ。そしたら、所有は法人ではない
ということなので、所有している方に代金を請求
しないといけなかったと思うのです。それはなぜ
されなかったのですか。

いや、だから、それを気がつかないで個人名
義になっている結果があって、「悪いけれども、
こういうことで気がつかずに変な登記をしてし
まっているから、かえさせてもらう、代物弁済す
る」ということで、一件落着したと思いますけれ
ども。だから、悪いことをしておって、それを戻し
たらいいではないかということと、それだけなら
いいけれども、「では、罪はどうするのですか、
おまえは悪いことをしていて、取った金を戻した
らそれで済むと思うのか」ということが出てきま
すね。それで、もうそういうことはよくわかってい
ます。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

確認しますと、法人がお金を出して土地を買っ
たけれども、登記については失念をしたか何か
のミスがあって、個人、村田さんや奥さん名義に
なってしまったが、その経緯については病気と
かがあったため覚えていないということなのです
か。

はい。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（登記と賃
借契約）

そうしますと、法人がお金を払って、法人が土
地を持っていたという認識をお持ちなのに、どう
して村田さんや奥さんと賃借契約を結んで、何
千万円もの土地代をお支払いになっているので
すか。矛盾していると思うのですが。わかります
か。法人が土地を持っているという認識をお持
ちなのに、どうして前理事長や奥さんと賃借契
約を結んで、何千万円のお金を法人が支払う形
になったのですか。自分の土地に他人と契約し
てお金を払うのですか。

払わないですね。

土地取引問
題（登記と賃
借契約）

何で払ったのですか。 いや、そこが自分でもわからないのです。

土地取引問
題（指示者）

ちょっと戻って恐縮ですけれども、いろんな土
地の取引があって、最初に村田実個人でやらな
ければ、相手が受けてくれなかった事情があっ
たことは理解するのですけれども、基本的には
そこの土地については法人がお金を支出してい
るわけですね。そして、その土地については法
人が利用しているわけですから、今回の改善命
令の中にもその土地の登記自体については法
人登記しなさいということで、村田参考人も了承
されたと報告書にあるのですけれども、そうした
土地がそういうものであるにもかかわらず、村
田さんの登記のまま長年放置されていたし、最
初の登記がそうなされていたことに対する疑問
だけは、今の御説明では私どもは理解ができな
いですね。一番最初のときにそういうことがあっ
たとしても、やはり正当な権利者のところに登記
が帰着することが当たり前だろうと思っておりま
すし、

総括すると、私自身もその点が言われるとおり
に残念だなと。何でこんなことになってしまって
いるのだということを内輪で指摘しながら、今日
まで来てしまったということです。それが去年の
８月の時点で、そういう見解がわかったので、そ
のときにはいろんな議論をして、さかのぼって、
いわゆる銭を法人に返すなり、法人で仕分けし
たらどうですかという話をしたのですけれども、
もう仕分けなどということより、法人にきちんとし
て、全額返してもらうことにしようと理事会や評
議員会で決めたようでありまして、それに従うし
かなかったということです。それまで、それだけ
のことが残っていたということを私自身も残念に
思っております。

それから、もう１点、そういう認識できちんとさ
れていたにもかかわらず、これだけ長年間で、
それは額が1,000円、2,000円という話ではない
わけですよ。しかも、先ほど言った、1,000万円
近い額が毎年出ていたにもかかわらず、「い
や、私は細かなものはわかりません」と言われ
る感覚がちょっとわからないのですよね。しか
も、法人の県に対する監査にかかる決算報告
は、村田実と名前を書いて判をついて出される
わけですよね。そんなにずさんな決算報告がな
されていたことが理解できなくて、任せた任せた
と言われているけれども、実は御存じではない
のかという疑念が払拭できないのですが、そこ
のところを、先ほど言いました点も含めて、
ちょっと御説明いただけたらありがたいです。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（指示者）

ちょっと話を戻すようで申しわけないですけれ
ども、今回の一番の問題は、土地購入に当たっ
て、法人が使用する土地を三者契約や直接な
どのいろいろな方法で行い、法人がお金を払っ
ておきながら、その土地の名義はかえなかった
り、あるいは村田さん個人の名義にしたりという
ことがあっり、その上で、賃借料まで払っている
と。このことが一番大きいことですけれども、きょ
うの村田さんのお話では、そこには何の問題も
なかったと、ただ、我々の理解、要するに県の
側の理解が足りなくて、指摘されているだけだと
いうことが大筋であって、それと、もう一つは、事
務局長に任せていたので、それが自分としては
残念でたまらないと。この２点だったと思いま
す。

それは全くありません。それから、この土地の
三者契約の問題は、村田雪子関連について
は、斎江がやっていたものですけれども、きちっ
と筋を通してしておるものだと。事務局でやらさ
れていたものですから、作為やこうして利益を得
てやろうなどは全くないと、私は信じております。
はっきり言って、そういうことはありません。た
だ、村田雪子はおふくろですが、恥ずかしい話
だけれども、私の話は全く聞かないものでして。
というのが、西倉吉園開設の当初、補助金も何
もないですから、先祖の田んぼも畑も売って園
舎を建ててしまったわけです。施設をつくるとき
にその都度、農地も田んぼもみんなつぶして、
施設の建設費にみんな持っていってしまったも
のだから、こんな話するのは申しわけないです
けれども、私の言うことは聞かないし判も何も押
さないで、斎江事務局長の話だけはよく聞いて
処理したようでありまして、その点は私もどう答
弁していいかわかりませんが、厳しかったもの
です。そういうことで、作為なり、この土地の購
入のためにこうしてああしてもうけたいということ
は全くない。そういったことは絶対ないと信じて
おります。

私たちは今回のことに当たって、監査に当たっ
た会計士からもお話を聞きました。その中では、
こういったことが監査の中で県の職員が行うい
わゆる素人の監査ではなかなかわからないで
しょうという話でありました。いわゆる作為を持っ
て、わからないようにやったのではないかという
ことまで思える内容ではないかと思うのですけ
れども、それから、もう一つ言えば、先ほども斎
江さんとのお話の中で、司法書士に書類をすべ
て渡して、それで登記をしてもらっていると。自
分としては何でこうなったのかわからないと。だ
れかが、この土地を売買の結果、だれだれの名
義にしなさいということがあって初めて司法書士
は土地の名義をだれ名義にするということをや
ると思うのですが、斎江さんはそれをわからな
いとおっしゃいました。これは村田さんの指示が
あって、いわゆる司法書士に村田さんが指示さ
れて、そういった土地の名義になったのですか。

土地取引問
題（指示者）

その賃借料の件ですけれども、先ほど斎江事
務局長が来られていたときに、払ってくれと言わ
れたと言っておられたのですよ。だから、契約も
交わさないといけない流れになったという。斎江
さんは、土地は法人のものだと思っていたと。だ
けれども、何だか村田さんの土地になったり、奥
さんの土地になったりしていて、賃借料を払えと
言われたのでというお話があったのですが、斎
江さんが言われたことが事実ではないというこ
とですか。

ない。それは違います。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（指示者）

先ほどの三朝デイサービスの駐車場の土地
のことで伺いたいのですけれども、だれに言わ
れてこの土地の代金を払われたのでしょうか。
法人が買っておられますよね。だれに言われて
買われたのですか。

結局、工事が始まるまでに、まずどういう建物
を建てるか、基本的なものは話が固まらないと。
だれの田んぼを買っていいのか、どんな規模の
ものを建てたらいいのかがわからないで、そん
なことができるわけがないですから……。
特に三朝のあそこの土地は、やはり世界一のラ
ジウム温泉が出る場所ですから、すごく高い土
地で、部落の人とも何回も何回も総会を持って
いただいて、「こういうものを建てたいので何と
か協力できる人があれば協力してもらえないだ
ろうか」というようなことで、結局あそこの宮ノ谷
線という道路がありますけれども、「道幅が狭い
のでせめて６メートルの幅にしてもらわないとこ
ういう建物は建てさせない」と三朝町から回答が
あって、その後、村田実さんもあちこち買った土
地のほかに三朝町に２～300万円の寄附をし
た。また、道路の下水も掘らないといけない、配
管も何もしなければいけない、大変な工事を
やった覚えがあります。

土地取引問
題（指示者）

伺いたかったのは、この土地をだれが買おうと
言われて、だれからこの土地を買おうかと、だれ
に言われてこの土地代を払おうということになっ
たのですか。その土地を買うという決断の経過
を教えていただきたいのです。

経過は、法人の事業だから法人で買う必要が
あったと思いますけれども、ところが登記を見た
ら法人の登記ではなくて個人の名前になってい
たと思います。それで、何でかそこら辺が自分
ではわからないです。

土地取引問
題（指示者）

今の土地代の借料ですね、これを払うというこ
との決裁といいますか、その指示というのは、理
事長から事務局長に土地代を払えという指示が
あってやっておられるのですか。

当初、借地料の金額を決めるときに、こういう
ことで決めたからいいかということで、構わない
と村田実さんが判を押すと。施設が払っていくと
いうことです。

土地取引問
題（指示者）

ということは、決めたというのは、理事長がそ
の土地の借料は幾らだからこうやって払いなさ
いという命令が事務局長にあったと、こういうこ
とですね。

「それをおまえに任せるからやれ」と、「単価を
決めたり、借地料の金額を決めたり、払い方に
ついて、私は忙しくて、もう一々そんなの構って
いられないので、おまえが全権を任せるから
やってくれ」ということです。

土地取引問
題（指示者）

今のお話ですと、土地は法人の土地だと認識
していたと。そのためのいろいろな手続も税務
署に行ってちゃんとして、それで法人と土地の
所有者との売買契約書をつくって、法人の土地
だと考えていて、事務局長がみずからこれは借
地料として理事長に払うことになりましたという
ことで払っていたのですか。それとも、理事長の
側から土地の借地料を払えという命令があって
やったということですか、どっちですか。

だから、世間の状況をいろいろ判断しながら借
地料を決める、契約書を書く。そうすると、対象
施設は個人に借地料を払う。法人が買ったら法
人は払う必要はありませんから、あくまで個人だ
から、個人で確定申告をしなさいと。だから、県
からも今まで議員報酬やいろいろ出ています。
みんな合算して収入に上げて、税理士に任せて
……。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（指示者）

いや、私が聞いているのは、借地料を決めら
れたわけですよね。その借地料が幾らと決める
のは任されたとおっしゃいましたが、要するに、
例えばここの土地の借地料を払うか払わないか
がありますよね。そのことについて、事務局長は
土地を購入に当たっては事前に税務署に行っ
て控除ができるような手続の書類をつくって、そ
して法人の土地になるという契約書をつくって、
そしてお金も法人から払って、それで法人の土
地になっているものだと思っていたとおっしゃい
ましたね。それで、司法書士に書類などは全部
渡して、司法書士が登記してくれたので、法人
のものだと思っていたと、こういうことですよね。
だけれども、今度は借地料の話ですよね。借地
料は、法人の土地だから借地料が生じることは
あり得ないわけですけれども、払うことになった
経緯としては、理事長から借地料を払いなさい
ということがあったのか、それとも、事務局長が
判断で借地料を払うことになったのですか、どっ
ちですか。

だから、もちろん借地契約書にないものについ
ては払う必要はないですから。だから、契約書
にあるということは……。

土地取引問
題（指示者）

借地契約をしているのですよね。 はい。

土地取引問
題（指示者）

その借地契約に載ったいきさつはどういうこと
ですか。土地がたくさんあって、その一筆が載る
のだと思うのですけれども、本来土地の売買に
当たっては、契約書から何から全部つくられた
のは事務局長がつくられて、この土地は法人の
土地だと思っているのに、その一筆が借地料の
契約書に載ってきているわけですね。その載っ
た経緯はどういう経緯なのですか。

だから、結局、登記する以前の名前で契約を
したら、当然払わないといけないでしょ、個人が
上がってきますから。そこら辺がやはりちょっと
……。

土地取引問
題（指示者）

では、これははっきりしなかったので、もう１点
だけ。

司法書士のところに書類を全部持っていって
登記をしたという話ですけれども、それは村田
実氏が関与していたのですか、関与していな
かったのですか。もう事務局長と司法書士だけ
の間だったのですか。その間に村田さんが入っ
ていたのですか。

私が書いて、「これでいいか、持っていくから
ね」ということで、当然本人が判を押さないとい
けませんので、そういう手続の仕方はしていまし
た。

土地取引問
題（指示者）

それは決裁の判ですか、それとも、何の判で
すか、その判というのは。

だから、契約書を書くときに。

土地取引問
題（指示者）

その法人の判ですか、それとも村田氏の個人
の判ですか。

法人の判も。法人の長と個人とは利益相関関
係になりますので、それはできないから、だれか
代理人を立てて契約するなりということは……。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（指示者）

ちょっと話が混乱しているのですけれども、登
記の話ですよ。土地の登記の話です。司法書士
に書類をそろえて、これで登記してくださいと
持っていきますね。売買契約書もちゃんとある
わけですから、法人の名前での売買契約書が。
それなのに、どういう経緯で村田さん個人の名
義になったのかが知りたくて質問しているので
す。要するに……。

だから、そこが結局……。

土地取引問
題（指示者）

村田さんがそこに関与していたということです
か。

関与は当然、最後的には判を押さないといけ
ませんので。

土地取引問
題（指示者）

いや、その判というのは何の判ですか、それ
は。

その契約書にですよ。

土地取引問
題（指示者）

いや、契約書は事前に税務署といろいろ協議
されて、控除ができるように法人との契約の契
約書をつくっておられるわけでしょ。その法人の
判は事務局長のところにあるわけですね。

そうです。

土地取引問
題（指示者）

ですね。そうすると、村田さんが判を押さない
といけないというのは、個人の判の話ですか。

個人の判ですね。

土地取引問
題（指示者）

何でそこに村田さん個人が判を押さなければ
いけないのですか。

そこがちょっとおかしいなといって自分でもわ
からないのです。

土地取引問
題（指示者）

それでは２つ契約書がつくってある。 そんなもの二通りはないですよ。一つしかな
い。

土地取引問
題（指示者）

２つ契約書がないと、村田さん個人の判を押
すところなどないはずですね。

だから、それで、契約は借地料を払う段階に
ついては……。

土地取引問
題（指示者）

いや、借地料ではなくて、登記の話です、今。 だから、登記の話は、法人で登記しないといけ
ないのが個人で登記してしまったのが間違い
だったということ。

土地取引問
題（指示者）

いや、だから、何でそういうふうになったのか
が知りたくて質問しているのです。

私が失念してそこがわからないものですから、
自分でも理解ができないのです。何でこういうこ
とになってしまったのかなと。

土地取引問
題（指示者）

そこには法人の売買契約書も一緒に渡してあ
るのですね、司法書士には。

いや、司法書士には持っていっていないと思
います、多分。印鑑証明と権利証を持っていっ
て登記してもらうのです。

土地取引問
題（指示者）

だって、登記の原因は売買でしょ。 売買ですよ。

土地取引問
題（指示者）

売買に売買契約書なしでやられるわけです
ね。

売買契約というより、これこれを登記してと
いって持っていく。

21／34



（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
土地取引問
題（指示者）

今度は賃借契約のことでお聞きしますけれど
も、村田榮子さん、理事長の奥さんですよね。村
田榮子さんと賃借契約をされているのですけれ
ども、村田榮子さんは契約したことを全然知らな
いと言っておられまして、この賃借契約はどなた
がされたのでしょうか。

私は賃借契約を書いた覚えはありますよ。書
いた覚えもあるし、村田榮子さんに判を押しても
らって、１通ずつ持ってという覚えはありますよ。

土地取引問
題（指示者）

もう一度確認ですけれども、村田榮子さんは
自分が契約をした覚えがないと言っておられる
のですけれども、知らないと。

覚えがないといったって、こちらが覚えている。

土地取引問
題（指示者）

では、村田榮子さん本人が契約書の判こを押
されたのですね。

だから、村田榮子さんも忘れているところがあ
るのではないかと思うのです。

土地取引問
題（指示者）

いやいや、村田榮子さんが覚えておられない
のは、それはそうかもしれませんけれども、賃借
契約書に判こを押されたのは村田榮子さんでい
いのですか。

村田榮子さんでいいですよ。

土地取引問
題（指示者）

もう一度確認させていただきたいのですけれ
ども、法人として所有をしていたと自覚しておら
れた土地の賃借契約を村田さんとしたり、村田
さんの奥様とされたりしているのですけれども、
その契約は御自分でされたとさっき言われまし
た。

多分、字を見ればわかると思いますけれども。

土地取引問
題（指示者）

だれに言われて契約をしようという決断をされ
たのかを。

だから、借地料を払おうと思えば、でも契約書
がないと払いようがないですから。

土地取引問
題（指示者）

それで、その契約をしなければならない、では
契約をするというのをだれかに言われてしたわ
けではないのですか。

ではないです。当然県の監査も毎年あります
し、金の使い道については厳しいチェックが入る
し、何を根拠に賃借料を払っているのかと言わ
れたときに困るから、また申告のときにもないと
困りますので、契約はその都度、変更になった
都度していると思います。

土地取引問
題（指示者）

では、その契約のお金を払っているから契約
書を交わさなければならないと思われたというこ
とで、別にだれかに言われて契約しなさいとか
という指示があったわけではないですね。

みんな任せるからと言われたら、やらないとい
けないと思います。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
資産報告・所
得報告

村田実さんと公私一緒にずっと頑張ってこら
れたということですけれども、例えば村田さんの
資産報告や所得報告はお書きになられていた
のですか。

税務申告、確定申告をするときに全部資料を
持っていって、税理士にお願いしていましたの
で。

資産報告・所
得報告

選管に出すほうの分ですけれども。 選管に出す分は、後援会のほうでしょ。

資産報告・所
得報告

そうしますと、県に出されている資料によると、
参考人が法人の土地と認識した土地が全部、
村田さん名義で羅列されているのです。そうしま
すと、村田さん自身は自分の土地だという認識
があったと思うわけです。その村田さんからは
参考人や事務の担当者に「これは私の土地だ
から、賃代を払うのはおかしいよ」なり、「法人が
お金を出したから私の土地になるのはおかしい
ので直しなさいよ」という指示は一切なかったの
でしょうか。

みんな自分に任されていたという記憶はあり
ますので、だから、それは税務上の問題は税理
士に相談しないといけないし、手に負えないとき
は税務署に行って指導を受けたりしてやってい
ましたので。

資産報告・所
得報告

では、今言っているのは、議会事務局に出す
書類は村田さんが判こをついて出す書類ですけ
れども、当然そこに今回の土地が列挙されてい
るわけです。そうしたら、村田さん自身はこの土
地は自分の土地だとわかっているはずなのに、
それについて一切指示はなかったのかどうかと
いうことを聞いているので、そこのところをお答
えいただけますか。これは間違えで資料はな
かった。

いや、村田実さんがこれは間違っているといっ
て……（発言する者あり）

資産報告・所
得報告

いやいや、あれです、議会事務局に提出する
資産報告です。なかったわけですね。わからな
い。覚えていない。

ないと思いますけれども。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
民間給与改
善費問題

先ほど今回の改善命令等々が出るまで、監査
等で指摘を受けたことがないという話が出たの
ですけれども、一つは、平成19年度に平成18年
度の監査をやったときに、ブルーインターの職
員の皆さんの給料を上げるためるに支出された
お金が全額借金の返済にされていて、それから
５年間、毎年指摘されていながら、一切改善が
できなかった。斎江さんに先ほどお話しすると、
施設長からやいやい言ってこられたのだけれど
もという話でしたが、その件については、こういう
県の指摘があったのだったら、それを真摯に受
けて、５年前から改善なされるべきだったと思う
のですが、いかがですか。

実は、ブルーインターの開設当初、私も母子
家庭で育てられたものでありますから、母子福
祉大会にはずっと出ていた。ところが、その当時
は鳥取県には母子援護施設がないということ
で、県が建てないといけないという要請をいつも
していたところ、あなたがやりなさいということ
で、私がスタートした経緯があるわけでありま
す。その指摘に対して、いろいろ交渉しながら、
当時聞いてみると人件費分が5,000万円あった
と。その5,000万円のうち1,000万円の償還金が
あって、その1,000万円は通常経費の中から500
万円出して、それからあと500万円については、
職員の臨職と正職とのバランスによって500万
円ぐらいは埋まるから、償還金の1,000万円は
出ますという話を聞いていたものでありますの
で、そういう意味で、私は何とかそういった点を
交渉してみなさいと、母子援護課とも交渉しな
がら対応してみなさいという話をした経緯があっ
たが、ずるずるとなってしまったことを反省して
おります。しかし、これはそういう事情があったこ
とを加味していただければありがたいなと思っ
ております。当時の部長や出納長も一緒でした
けれども、そういう話は抜きにして、そういう問題
をきちんとそのときに整理しておけば、こういうこ
とはなかったと思いますけれども、そういった話
があったことに私の心の緩みが若干あったと
思って、反省しております。

もう一つ、借地料も去年の８月に理事評議員
会にかけて高い安いも全部見直して決めてもら
い、それで、今まで高かったものについても、決
めた額から全部返還すると。代物弁済でも何で
も返還しろと、もう返還してしまえと、こんな誤解
を受けたらいけないですということで、事務局に
も言って、見直した金額と今までとの差額金で
すね、今回、差額金を全額法人に返して、軌道
修正をきちんとしようということで全部そういう指
示をして、今回そのようにさせていただく考えを
持っておりますので、御理解いただければと思
います。

民間給与改
善費問題

ブルーインターの民間給与改善費についてで
すけれども、これについては、平成18年度決算
から５年間にわたって、本来使える、借金へ返
済に充てていい額の倍以上が返済されていまし
て、19年度から毎年改善の指導がなされたにも
かかわらず、改善がなされなかったのはなぜで
すか。

結局２年度にわたって所長が本部に物申した
と。民改費を使い過ぎだから、返してくれと言わ
れたけれども、お金がないからどうしようもない
で１年目はそれで済んでしまったと。２年目に
なって、またお金がないで、返してくれと言われ
ても、また本部のお金がないから返せないとい
うことになって、その時点でうやむやになってし
まったと。所長もかっかっきて、県からは監査に
来るたびに言われておるし、本部は何もしてくれ
ないといって、すごい息巻いていました。それは
どういう原因だったかは、ちょっとわからないで
すね。

民間給与改
善費問題

わからない。 金がない、返す金がないというのは。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
民間給与改
善費問題

いや、返す金がなくても、新しく来たお金をま
た同じように、使ってはいけない額を返済されて
いるでしょう。それは前理事長の指示なのです
か、参考人の判断ですか。

本部がそこに払ってやるだけの余剰金があっ
たら、本部に繰り入れか何かして、払ってやれ
たかもしれませんけれども、それができなかった
ので、そういうことになってしまったのですよね。
ということは、施設を建て過ぎたということかと
思った。そこは何かわからないです。

民間給与改
善費問題

わからない。 安長所長は言っていましたから。もともとつくる
ときには、そうやって資金計画も何もかも出し
て、「これはめったにない仕事だから、早くやれ」
といって、当時の部長から母子寮の関係などい
ろいろあって大変でした。

民間給与改
善費問題

だから、この問題は、指導があってから５年間
続いているわけですね。最初の２年間のお金を
返せないというのはわかるのですよ。でも、３年
目、４年目、５年目についても、また同じように、
本当は使ってはいけない民改費を借金の返済
に充てておられるではないですか。そのときの
判断は前理事長の指示だったのですか。それと
も、別の人の指示、事務長の御判断だったので
すか。２年間、前の分の借金はお金がないから
返せない、わかりました。ではその後、担当の
施設長がかっかこられていて、文句を言ってい
るのにもかかわらず、お金を流用したのはどうし
てなのですか。

とにかく払わないことにはどうにもならないし、
余剰金がある施設なんてないし、もう同じ払うな
ら、やはり払わないといけない。ブルーインター
の施設が民改費から払えればいいけれども、払
えないのを無理して今まで来ているところにもっ
てきて、何年間もそうやって払ったから、とうとう
県もキレて、これはいけないということになった
経過がありますので、どうしようもなかったです。
使えるお金がなかった、民改費の枠を超えた金
額をもう払ってしまっていたということで。どうに
もできなかったということがあると思います。

会計間流用 もう一つ、決算書を長年見させていただくと、
経理外区分の処理がなされていたり、会計外区
分、要するにいろんな会計がありますよね。そ
の会計は、福祉の場合には必ず単年度でもと
に戻さなければいけないものが、ずっと積み上
がってきているわけですね。ここの施設からこち
ら、ここの施設からこちらと、お金の流れがある
のですけれども、今回の分については、この前
も指摘があったのですが、例えば施設をつくると
きに、大変だというのはわかります。今、福祉が
非常に大変なものですから、財政的なものを受
けるために、新しい施設をつくって、借り入れを
起こして、そしてこちら側のお金を補てんする。
そしてまた、次のものをつくって補てんするとい
う形の経理が行われていたのではないかなと。
それが今回の不正経理、指摘を受けたような経
緯の状況になったのではないのかなという気も
しているのですけれども、みのり福祉会の経営
は、健全経営がずっとなされていたという御認
識をお持ちでしょうか。それとも、苦しい中、こう
いう形になったという御認識があるのでしょう
か。いかがでしょうか。

苦しい中、何とか施設の建設に当たって竣工
に向かってということでやりくりして、調整してい
たことは事実です。そういった点で、事務局も大
変だったろうなと。それで、銀行から借り入れた
後、きちっとして整理をしておけよという形で厳
重注意したり、厳重にやっておいてくださいよと
言っていたわけでありますけれども、それが事
後処理が不備であったということは私も反省し
ております。そして、事務局に対しても、反省し
ながら、今全部いったことを集約、整理し、きち
んと対応して、皆さんにこうだと、これならと言っ
てもらえるような整備、あるいは健全な姿にして
いきたいと思っております。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
簿外経理と香
典

お金の別件でお伺いしますけれども、長年に
わたりまして、特別養護老人ホームで簿外経理
が10年間にわたって行われていて、不適正な香
典代ということで村田さんが699万円使っておら
れるのです。それから、この特別養護老人ホー
ムから役員報酬、規程にない報酬以外、一時金
ですね、期末手当を平成16年から月額38万円
もらっておられて、これは村田さんが特養ホー
ムの施設長にお金を出してくださいという指示を
出されたのでしょうか。

それは出しておりません。ただ、大体どこの法
人もそうだと思いますけれども、理事長は大き
い施設になると常勤勤務が義務づけられており
まして、そういう報酬は受け取ってもいいという
ことであります。最初のときには、定員充足が大
変な状況でございまして、ショートの場合でも、
非常に定員定数に当たらないという大変な状況
が福祉の里全体でありまして、とにかくこれも、
一つの香典にしても、線香の一本でもという気
持ちで、そういう一つの考え方に立って、できる
限り行ってくださいと、出てくださいと施設長も
言ってくれますし、そういった対応を一生懸命さ
せていただいていた経緯であります。それと同
時に、報酬についても、常勤であることの承認を
理事会でしていたようです。ですから、「いいで
すよ」というので、「そうですか」ということで来て
しまったものです。

簿外経理と香
典

続けて、この香典代は使っておられますけれ
ども、これについては、いけないというふうに思
われませんでしたか。

香典については、私はいけないとずっと思いま
せんでした。それは、福祉の里形成のときに
は、地域から何から、もう本当に大勢の人に大
変お世話になったものですから、そういった入居
者の関係、職員の関係、いろんな関係で、線香
一本でもという気持ちで葬に出るのは大切なこ
とだからということをしょっちゅう言われたもので
すから、そういったことは思わなかった。とにかく
当然だと、当然に私、県会議員個人のプライ
ベートのものは別ですよ。ですけれども、施設の
関係者、福祉の里全体の流れの中の関係者の
香典、葬儀にはもうできる限り出ていただきたい
ということで出ておりましたので、そこまでは思
わなかったです。

簿外経理と香
典

それで、その香典ですけれども、「みのり福祉
会理事長、村田実」だったら法人から出ても、成
り立つかもしれないですが、「県議会議員、村田
実」の香典代まで出してもらっているというの
は。

それはありません。絶対ない。

簿外経理と香
典

県の報告書では、違法とされたのが２点ありま
して、１点目が鳥取県議会議員、社会福祉法人
みのり福祉会の連名で出したもの、次が鳥取県
議会議員名義で出されたもの、３点目が平成
15年から18年について、不定支出分、法人との
かかわりが深い305万円を除き、法人とのかか
わりが薄く、不適正と判断したものという３点が
計上されているのですけれども、その２点目の
鳥取県議会議員という形のものはないわけです
か。ここの部分についても、県の報告書がでた
らめなわけですね。

いや、そうではなくて、連名の分、みのり福祉
会理事長、県会議員という連名のことについて
は、施設長が、みのり福祉会理事長に県会議
員も連名で出してもらったほうが重みもあるか
ら、そうしなさいという声があるから、そういうぐ
あいにしたらどうだろうかという見解でして、連
名のものはあったと思います。

簿外経理と香
典

いや、でも、ここにはもう一つ、３つ上がってい
て、１つは鳥取県議会議員の名義で支出された
単独のものがあるというのがあるのですが、こ
れ……。

それは絶対ありません。

簿外経理と香
典

これは、ここも県の報告書……。 県会議員、村田実というのはありません。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
簿外経理と香
典

では、県の報告書が間違いなのですね。 間違いと、私はそう思っております。そういう見
解だと思っております。

簿外経理と香
典

そうしますと、それも返すと村田さんが言って
おられると、それも含めて不適正だったとなって
いるのですけれども、そんなことはないといいな
がら、なぜ村田実、香典代は返すという話に
なっているのですが。

そうではなくて、返すということになっているの
は、連名となったものです。

簿外経理と香
典

いやいや、違います。個人名になっているもの
については、施設からお金が出ているのに…
…。

プライベートの個人名のものは施設長も私も
ちゃんと個人でしておりますので、その中で、施
設長の判断では、重みがあるから、途中でそう
いうスタンプをつくって、出していたものについて
は、あくまでも一応返還するべきではないだろう
かということで、連名のものについては返還する
という。

簿外経理と香
典

でも、ここの部分は法人からの回答なのです
よ。県の指摘に対して、法人からが前理事長に
対して、今言いました３点の合計699万円につい
て返還を求めます、あわせて、事務処理を行っ
た前理事の責任についても追及しますというの
が、県ではなくて、みのり福祉会からの報告で
すけれども、みのり福祉さんからの報告が間違
いだったわけですね。それはないわけですね。

間違いだと思っております。あくまでも県会議
員個人名は出しておりません。連名のものにつ
いては、それは半分はそう、半分はそうなら、
ちゃんと返しておくべきだと思っております。

簿外経理と香
典

もう一つ、特別養護老人ホームの簿外経理の
ことをさっき言いましたけれども、そうしますと、
この簿外経理は香典代に使われていたというこ
とですが、施設長が勝手に簿外経理でやって、
香典代にしていたと。だから、村田さんは簿外
経理のお金が香典代に回っていたということを
知らなかったと。簿外経理がされていたのも知
らなかったということですか。

そうです。

簿外経理と香
典

続けて同じようなことですけれども、どういう認
識をされているのかをお伺いしたいのですが、
間違ったことはやっていないと思っているとおっ
しゃっていますが、今お話しした土地の他に簿
外経理がありましたよね。簿外経理で、その簿
外経理をもとに村田氏の香典がそこから出てい
たと思うのですけれども、その簿外経理は間
違ったことではなかったのですか。事務局長は
どういうふうに理解して、またどう管理をなさって
いたのですか。

香典や簿外経理などは、これは特別養護老人
ホーム倉吉スターロイヤルの中のことでして、
私は全然かかわっていないものですから、お答
えすることはできないと思います。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
県監査への
対応

今回、２回にわたって県が改善命令書を出し
たのですけれども、県はこれまで何度か監査に
入りながら、なかなか協力していただけなかった
ということを私は聞いております。これまで社会
福祉法人として一生懸命やってこられて、きょう
のお話の中にも指摘をされるようなことはないよ
うにやってくれと指示していたというお話でした
が、それで、県も監査に入っているわけですけ
れども、なかなか協力していただけなかったと。
協力していただけるような姿勢ではなかったと
いう報告を担当から受けました。それは、当時
から県会議員という立場におられて、自分として
も当然に指摘されることがないようにやっておら
れたのであれば、監査に協力する立場だと思う
のですが、そのあたりはどうだったのですか。

今日まで私は監査に対する協力はしっかり対
応しないといけないと、すべての書類を見ても
らって、監査に対してはとにかく徹底して協力し
ておりますし、今日まで間違いなく、事務処理
等々の問題が一遍にふえたものですから、そう
いうことはあったにしても、今までは特段監査の
指摘ということも、そういう意味でなかったと思
います。これが施設の健全経理にもつながる
し、健全な姿になるわけですから、監査に対して
は一生懸命真剣に取り組めと私は常に言ってき
ておりました。これは徹底しております。監査に
協力がなかったということは絶対ないと私は
思っております。監査に対する姿勢は、全職
員、全施設長も徹底してやるよう常に言ってきて
おりますので、その点は誤解のないようにして
いただきたいと思います。

県監査への
対応

そこの聞き取りも県の職員の皆さんに協力を
願ったのですけれども、例えば平成22年１月８
日に、法人に対して「通帳を出していただきた
い」といったときには、「通帳は可燃ごみで破棄
しており、存在しない」と法人から回答があっ
て、その翌日には、「間違いだった」と提出され
ることが繰り返された。また、村田さん自身も平
成22年７月10日には、サンジュエリーの食堂の
スペースについ立てを立てて監査していたとき
に、ここのところで繰り返し、「どうしてこんな場
所で監査をしているのかと、ここは利用者のス
ペースだ」などを繰り返されて、調査が中断しな
ければならなかった。平成22年11月17日にも、
今度は県庁ですけれども、「こんなことを言って
理解してもらえないなら、もう行政訴訟を提起す
るつもりだ」等々言われて、さらに「職員が要ら
ない書類を残しているから県がしつこく聞いてく
る、過去の寄附等の書類は破棄させるので、よ
ろしく頼む」という発言をされたとも聞いておりま
す。これだけではなくて、県の職員からいうと、
その年の12月９日には、「あなたのようなできの
悪い課長は見たことがない、話にならない」と
いって、部屋に入ってこられて、大きい声を上げ
られた等々聞いているのですけれども、これは
県の職員のでたらめな文章ですか、報告です
か。

私はそういうことを言った覚えはありません。
ただ、「何でサンジュエリーの食堂で監査を受け
るのですか、相談室のほうに入ってもらって、お
まえたちも真剣に丁重に受けないといけない、
食堂で囲ってということは失礼に当たります」と
いうことだけは言ったことを覚えております。そ
のほかのことについては覚えておりませんけれ
ども。

県監査への
対応

その後にも、「食堂の中で監査していれば、法
人が何か悪いことでもして、調査されているので
はないかと利用者に勘違いする、どういうつもり
でここで監査をしているのか」というふうに……。

そういう言い方はしていないと思います。

県監査への
対応

大きい声を上げられた記憶はないわけです
ね。

ない。ただ、そのときにうちの職員が相談室が
あかなかったものだからといったって、このよう
な場所ではなく、相談室に入ってもらって、丁重
に監査を受ける姿勢がないといけないと、この
ことだけは覚えております。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
県監査への
対応

では、県庁の会議室で、先ほどのような発言
をされたことはないわけですね。

ない。その県庁の会議室のときには、職員が
恐らく３回か４回ぐらい、そういう監査の伝票を
持ってきたり、行ったり来たりしていた経緯が
あったと思いますけれども、そのようなことは
言ったことはありません。

役員報酬 そうしますと、不適正な役員報酬は、村田さん
が指示を出したのではなくて、施設長がみずか
ら判断して出してくれたと。

そういうことです。

役員報酬 これは規程にないですから、施設長には非常
に責任がある。

規程になくても、施設長がこうやって「理事会
に承認してもらっております」と言ってくれたもの
ですから、「そうですか」ということで判断したと
ころです。

役員報酬 残念ですけれども、施設長はこれが規程にあ
るないということを御存じなかったのですよ。そ
れが理事会で諮られたなどということはあり得
ないと思いますよ、規程にございませんからね。

いやいや、承認してもらっていたのを私は見せ
てもらいましたけれども。

役員報酬 そうですか。では、その辺は今後確認する必
要があると思います。

確認していただければよいですが、私の見解
の相違かもしれませんけれども、理事長報酬と
いうのは一応承認されていたと思っております。
今まで理事長報酬なんて、50年の中で取ったこ
とはなかったわけですけれども、福祉の里全体
の管理体制など、24時間体制でやっておりまし
たから、そういう、見るに見かねて、そうされたら
いいではないですかということで、甘えたと、甘
んじたことになったと思います。

役員報酬 それで、規程にはないということですけれど
も、役員であっても期末手当を出すという規程
はないそうです。

報酬以外のですね。

役員報酬 報酬以外の。 確かに規程にはなかったようです。それは今
ちょっと訂正しておきますけれども、取ってもい
いとも取られないともなかったということで、判断
してくれただろうと思いますけれども。

役員報酬 では、先ほど理事会で確認されたというのは、
何のことを指して言っているのですか。

理事長の報酬は……。

役員報酬 報酬のことですね。 報酬のことはしてくれていたようですが。

役員報酬 そうすると、報酬はありますからいいですけれ
ども、期末手当については規程にないのにも
らっていらっしゃったわけですけれども、そのこ
とについては……。

だから返すと。

役員報酬 返すのはいいのですけれども、もらうときに違
和感がございませんでしたか。

そのときには何ら違和感はなかった。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
役員報酬 規程にないお金をもらっておられたわけです

けれども、おかしいと……。
私の勉強不足で、規程そのものを確認せずに

いたということが私の見解の相違であったという
ことです。

役員報酬 そうしますと、施設長が自分で判断をして出さ
れたということでよろしいですか。

はい。

専務理事の
件

それと、もう一つ、先ほど皆さんから話がござ
いましたけれども、監査を行った県の責任者が
田中さんという方ですが、今、事件が発覚する
前からみのり福祉会に入っておられる。これに
対してどういう経過で入られたかと。事件が起こ
ることを想定してではないですけれども、これは
理解に苦しむことがあるわけですので、どういう
形で対応されたのかということ。

また、県の部長ということでございましたけれ
ども、こういう前職があるから、うちの施設に来
てもらったということではなく、事務局体制をきち
んとしていかなければいけないと、今の３人体
制のままではいけないと、施設の増設をいっぱ
いしたことに対して、その管理体制、事務局体
制をきちんとしていかないといけない義務と責
任があると。経験上、いろいろアドバイスしても
らえないかということで、お願いしたという経緯
でございまして、この事件があるからうまくやろ
うなどは一切ありません。そのころから事務局
体制が３人体制ではいけない、十分な事務局体
制でやらないといけないことに気づいてたやさき
に改善命令がぽんと来たということでありまし
て、その点は理解していただければと思いま

専務理事の
件

最後に、福祉保健部長だった田中謙さんが理
事になっているのですけれども、村田さんが理
事長で県議の時代に不適正なことがあったとい
うことで、当時、田中謙さんが福祉保健部長でし
た。つまり、田中さんはチェックする、村田さんは
チェックされるという側だったという御自覚はあ
りますか。それで、今理事になっておられるので
すけれども、斎江さんは、村田さんが理事に
引っ張ってきたのではないかなとおっしゃってい
たのですけれども、ちょっとその点について。

その点は、実は、３名体制では事務局体制が
不備で、事務局が機能していないではないかと
いう指摘もちょこちょこ承りまして、それで何とか
しないといけないということで、田中部長とは余
り話はしたことはなかったですけれども、ある人
の紹介で、福祉関係の経理がわかっている人を
入れて、ちゃんと精査してきちんとしていきたい
なと。今みたいな３名体制ではいけないというこ
とを痛切に感じながら、よくわかった人を入れ
て、何とか事務局体制の増員を図って、ちゃん
としていかないといけないという単純な気持ちで
す。

専務理事の
件

ある人が紹介したと言われましたけれども、あ
る人というのはどなたですか。

差し支えがあったらいけないと思いますので、
控えさせてください。

専務理事の
件

それで、田中さんが福祉保健部長のときにみ
のり福祉会で不適正なことがあるということで、
村田さんは指導されていたのですよ。田中さん
が福祉保健部長時代に指導されていたというの
は知らなかったですか。

覚えていない。

専務理事の
件

ですけれども、村田さんはそのとき県会議員
だったのですよ。私も御一緒でしたけれども、部
長が田中さんだというのは、もう当然御存じだっ
たと思うのですよ。同じ福祉の委員会でしたし
ね。

今の部長の前の磯田部長さんは適切にびし
びし言ってもらったことは覚えているのだけれど
も、田中部長の印象は残っていないです。残っ
ていない。

専務理事の
件

田中謙さん、元福祉保健部の部長が、今、専
務理事までなっておられるのですけれども、田
中さんが福祉保健部長時代にみのり福祉会は
県から指導を受けているのですね。そのことは
御存じ。

いや、私は田中専務の在職しておられたとき
の部長というのはちょっと…。めったに来なかっ
たのかなと思ったりして。でも部長でおられたと
いうことですから。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
専務理事の
件

恐らく指導などの文書に田中謙さんなどの名
前が入っていたかと思いますけれども、その辺
は知らなかったということですね。

はい。

専務理事の
件

では、続けてですけれども、今専務理事になっ
てというお話もありましたけれども、この理事に
紹介されたのはどなたですか、わかりますか。

議員でないですかね。

専務理事の
件

そうしますと、斎江さんのほうは、田中謙さん
が理事になられた経過はよく知らないということ
ですか。

わからないです。

前理事長の
責任

県議会議員でいらっしゃいました大先輩です
けれども、公金が投入される福祉施設を運営な
さっていらっしゃいます。公金の予算をチェック
し、決算をチェックする立場で、このようなことが
起きたことについて、どのように考えていらっ
しゃいますか。

絶対あってはならないという気持ちで、厳正、
公正に常にやってもらうよう、各施設長なり事務
局なりにずっと言ってきたわけでありますし、そ
のようでなけらねばならないと思っております。

前理事長の
責任

過去を振り返っていただいて、なぜこのような
ことが起きてしまったと御自身ではお考えでしょ
うか。

このような形になったのは残念でありますけれ
ども、私の責任でありまして、事務局体制を３人
でやっていたということ、今７人入れております
が、事務局体制はきちんとやっておるというもの
ですから、事務局も施設長も、400人近い職員を
信頼してきておりました。きちんとやっているも
のだと思っておりましたけれども、こういう結果
になってみると、私は職員の増員やチェック体
制にもっと早く対応しておかなければいけなかっ
たなと深く反省しております。

前理事長の
責任

事務局体制ももちろんですけれども、理事会
ですべてを決めて実行していくことがルールな
のですが。

しておけばよかったなと思って、今反省してや
まないわけでありますけれども、３人体制でな
く、必要な５人でも６人でも体制をきちんと整え
て万全を期するようにしておかなければいけな
かったことを今深く反省しております。

前理事長の
責任

改善命令が出て、そして報告書を読ませてい
ただきました。残念ながら、刑事責任を問われ
る方向ですけれども、その認識はお持ちでい
らっしゃいますか。

持っております。

前理事長の
責任

どこの部分について刑事責任が問われる、告
訴されるという御認識が。

それなりの判断で、そういうことはないとは
思っていますけれども、そうなればそれなりに、
どの時点でどうとかはわかりませんが、あくまで
もすべて職員にさせたことは間違いないものだ
と、適正にやっていたと判断しておりますので、
そういったことについては、今のところ考えてお
りません。

前理事長の
責任

告訴されるという背景が納得できていないと判
断したらよろしいのでしょうか。

はい。きちんとやらさせていたと、悪意を持っ
たり、こういうぐあいにしようと思ったりという気
持ちは全職員ありませんので、一生懸命やって
いたことに対しては間違いないものとして、理解
してやりたいなと思っております。

前理事長の
責任

しっかり調べてほしいということでしょうか。 はい。よくやってくれていたと判断いたしており
ます。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
前理事長の
責任

ただ、土地の名義をかえて、法人に戻すなり、
それからお金の部分について、8,900万円を返
すというお話が出ていますが、これはお返しに
なるお気持ちですか。

我々職員みんなが適正であるという判断のも
とにいたわけですけれども、見解の相違によっ
て、不適正だということになれば、当然私はそう
いった立場に立っても、法人に迷惑をかけるわ
けになりませんから、責任を持って弁済してい
かなければならないと考えております。それで、
弁済については、今既に私の財産や施設の底
地などを処分して弁済に充てるため、土地鑑定
士の評価もいただいて、弁済金額がはっきりい
たしましたら、こういう形で弁済させていただき
ますようにお願いいたしますといって、去年の８
月に提出させていただいております。

前理事長の
責任

県のほうは不正を指摘して、そして改善命令
を出しました。そのときの理事長が元県議会議
員でいらしたということですけれども、こういう公
金が多く投入される福祉施設です。公金を
チェックするのが県会議員の役割なのですけれ
ども、こうした一連の不正が起きております。そ
ういう立場の県会議員がこの不正を行ってし
まったことに対して、今の時点で、そういう人が
理事長だったことについては、何か思いやお考
えをお持ちでしょうか。

そういう指導力がなくなったら今の法人の立場
もないし、世間からの評価も出てこないし、ただ
仕事だけは一生懸命にやる人ですから、立派な
施設をいっぱいつくるのだからと、そして社会の
要求にこたえようと、そういうことを村田実さん
はしょっちゅう言っていました。社会に役立つ仕
事をしたいと。銀行からお金を借りたりいっぱい
やりましたので、結果として大変残念だと思って
います。

事務局長の
責任

お話を伺っていますと元理事長と二人三脚で
精いっぱい福祉施設をよりよくするために頑張
ろうと一心に来られたということですけれども、
残念ながら今回の報告書を拝見させていただき
ますと、一連の問題について、刑事責任を追及
すると言われております。その手続が今行われ
る最中だと認識しているのですけれども、この
刑事責任を追及される立場であるという認識は
余りお持ちでない。

私はそこまでの気持ちは全然持っていません
でした。自分のやっていることは間違いないと、
自分を信じて、それが結果的に精査してみれ
ば、こんな間違ったことばかりしていてだめでは
ないかということが出てくるかどうかはわかりま
せんけれども、自分としては間違いはないと
思ってやっていたことがこういう結果だということ
については、大変遺憾に思っています。

事務局長の
責任

一つ伺いますけれども、村田前理事長さんと
名コンビと言ったらあれですが、名コンビでやら
れたと。村田実さんとの出会いと、この仕事に
携わられる前の仕事、それから先ほど説明がご
ざいましたけれども、理事会や評議員会など
は、理事の方なり、評議員の方に持ち回りで説
明して理解していただいたと、こういう認識でい
ろいろな事業を進められたという受け取り方で
よろしいでしょうか。

そうですね。持って回って、理事会、評議員会
をしても、その日に議事録はできることもありま
せんので、何日かたっていろいろとメモをつなぎ
ながら文章化していますので、ありもしないこと
を書いているわけではありません。表現の稚拙
はあってもこれは仕方がない、了解してもらえな
いかということで議事録を持っていって、署名人
の方や理事に持って回って了解してもらいまし
た。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
事務局長の
責任

ちょっと答弁がなかった中で、村田さんから全
幅の信頼を得ておられて、どういうきっかけで村
田さんとこの責任のあるポストで仕事をやられ
たのかについて。

私は、余り長い話をしてもいけませんですか
ね。出会いからいうと40年ほどになりますね。最
初は保育園が３つできて、だんだんと社会情勢
も変わり、今度は介護や老人のための施設が
どんどん必要になってきた。私が村田実さんに
信用されたために、仕事がきついなと思いなが
らも、そういう意欲を貫く気持ちに対して何として
も応援しなければいけないなと思った。できる限
りのことはやってやろうということでずっときて
おったものですから、それが時代の変革ととも
にいろいろと中身が変わってきた。変わってくる
中身のあり方について、自分でも対応し切れな
かった面もあると思います。「おまえに全部任せ
るからやってくれ」と言われて、そのつもりで一
生懸命やっていても、時々抜けたりしたことがあ
りますので、その当時からもっと事務局体制を
しっかりとしていればこんなことにならなかった
のではないかなと思います。でも、そのためにど
こかにお金を持っていってしまい、自分で飲んだ
り食べたり好きなことをしてお金がないというこ
とになったら大変なことですから、そういうことは
絶対にありませんし、村田実さんは酒は一滴も
飲まないし、要らないことをぺらぺらと言うことも
ない、くそまじめな人ですから、それを自分が聞
いてやってあげないといけないという気持ちは
常に働いていました。

事務局長の
責任

もう一つ関連で。そういたしますと、村田さんの
思い、発想を何とか成就してあげなければなら
ないと、こういう一心で今まで来られたと、こうい
うことですね。それで、法的なものとか経理も見
ておられたのかな。

経理のほうは担当がおりましたけれども、だん
だん範囲が広くなって手に負えなくなって、税理
士に頼んでいろいろとやってもらい、現在もその
ままずっと来ています。

事務局長の
責任

ある時期までは経理も見ておられたと。 経理といいましても、家を建てるときの建築事
務なり、それから銭算段とかいろいろありますけ
れども、そうやって一生懸命取り組んだ過去も
ございます。

事務局長の
責任

ちょっと角度は変わりますけれども、前理事長
と30年、40年前からずっと仕事を一緒にされて
いると。私自身が確認させていただきたいの
は、本来、事務局長のやるべき仕事といいます
か、それとその責任というのはどう考えていられ
るのかをお伺いしたいのですけれども。

本部の仕事ですけれども、建築事務のすべて
と、それから理事会、評議員会の関係、みのり
保育園の園長と、監査で県から来られても、兼
任で仕方ないではないかといって、保育園の園
長だったら専任でなければいけないはずだろう
と。だけれども、併設型の児童館だし、本部に
行ったって入り浸りでおるわけでない……。
職責について、保育園が専任でなければいけな
いはずなのに、ほかのこともいっぱいやってい
ると。それで通るかといったようなことがありまし
たけれども、大分昔の監査のときには、建物が
同一敷地内のことでもあるし、就業比率を別に
見たら、８対２や７対３程度で、「これはもう仕方
がないではないか」と県の方も言われて、認め
てもらったものだなと思って今までずっと続けて
やってきておりました。
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（未定稿版）村田 実 氏
（元みのり福祉会理事長）

斎江(さいごう) 博行 氏
（元みのり福祉会事務局長）

質問 答弁 質問 答弁
事務局長の
責任

そうすると、理事会、評議員会ですかね、それ
からある意味では各施設を束ねていられるとい
う立場にあると思うのですけれども、今お伺いし
て、私自身が確認したいのは、そうしたときに、
先ほど話がありました、例えば３年間、４年間の
間に９件もの施設の立ち上げがあったと。ある
意味では事業を起こされたということですよね。
要は幾ら大変にしろ、やはりその事業一つ一つ
に対して責任があるわけですから、そこで理事
会にこれを検討しなくてもいいのですかなり、そ
ういう理事長との会話が、また問題提起が行わ
れなかったのかをお伺いしたいです。

任せるからやれと言われたら、やらないといけ
ないものだと思ってやっていました。ただ私の場
合、自分勝手ですけれども、私は労働基準法適
用除外者という立場だと思って、労働基準法もく
そもない、年がら年じゅう出て、夜中でもいつで
も何かあったら飛んで出ないといけない立場だ
から、もう頑張って、体調に気をつけてやれとい
うことがありました。だから、今出勤簿を見てみ
ると、休みというのはめったにないのです。大方
40年になりますけれども、去年まで本当に出勤
簿を見たら休みがないのです。何をしていたの
かなと思って、自分ながら理解に苦しむところが
少しありますけれども。そのために、仕事をいっ
ぱいしたけれども、その結果について、こんなこ
とになるということは自分でも少し残念です。

事務局長の
責任

最後に確認ですけれども、要は一つの事業を
するにしても、何をするにしても、やはり福祉の
現場ですから、いろいろと法的なことがあるわけ
ですよね。例えばそこで自分がわからないこと、
また自分の手が届かないところへの、要は何か
しらのアクションをとられていたのか、もしくは自
分の判断で、言い方が悪いかもわかりませんけ
れども、もうこんなのは適当でいいということ
だったのですか。それだけ最後に確認させてく
ださい。

ただ、その大勢に影響のない案件で、自分で
これは処理できると思ったら、深くを追及せずに
今まで来ていました。自分でできることなら、もう
やってやろうと。今、若い人はみんなもう時間が
来たらぱっぱっと帰ってしまうので、それではや
はり福祉の現場の人間としてはつまらないので
はないかと。おまえたちは帰ってもいい、私は
残ってやってやる、たった一人で何もできないか
もしれないけれども、私に任せておけと、言って
みたらそういう感じです。ですから、もう本当に
365日のうちに何日休んだのかなと思って、指で
少し数えるぐらいしかないのです。そういう生活
を今までやってきていたばかりに、こういうこと
になったのは本当にとても残念ですけれども。

事務局長の
責任

先ほどおっしゃったように、土地の賃貸借で家
賃を払うことについても、何かの間違いだったと
おっしゃいましたけれども、一番長いのは平成
16年からずっと払い続けられているわけですよ
ね。経理の担当者として、この土地が法人の土
地だという認識もお持ちだとおっしゃった。そう
すれば、当然経理の担当者として、自分が持っ
ている土地に家賃をこんなに長い間払い続ける
ことに対して、違和感なり、疑問はお持ちになり
ませんでしょうか。

おっしゃるとおりだと思います。思いますけれ
ども、結局次から次に仕事がどんどんふえてく
るし、後を振り返ってみる余裕がないのです。ど
こがどんな借地料を取っているのか、もう最初
に借地料を決めるときはこちらが決めたにして
も、後がどうなっているのかが理解、確認できて
いなかったからこういう結果になってしまったと
いうのは残念です。
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